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家庭科食生活領域における栄養・食品・調理に関する

地域の実態に沿った授業内容および教材の検討

―沖縄の世代間調査を通して―

田原美和＊

An Examination of the Teaching Materials and Course Content of  
Nutrition, Food and Cooking on Local Situation  

in the Dietary Field of Home Economics
― Through an Intergenerational Survey of Okinawa ―

Miwa TAHARA

＊ 琉球大学教育学部　生活科学教育専修

1. 緒言

2005年に制定された食育基本法には，「食育は，

食に関する適切な判断力を養い，生涯にわたって

健全な食生活を実現することにより，国民の心身

の健康の増進と豊かな人間形成に資することを旨

として，行われなければならない」1）（第一章総則

第二条）とある。上記の制定後に改訂された現行

の学習指導要領の小学校家庭科（2008），中学校技

術・家庭科（2008），高等学校家庭科（2009）に

は，食育基本法をうけ，食生活領域の内容の取扱

いについては，「食育の推進を図るため，食に関す

る指導については，家庭科の特質に応じて，食育

の充実に資するように配慮すること」2-4）が明記

された。

鈴木（2015）は，食育の対象は，子ども・おと

な，消費者・生産者であり，範囲も学校・地域・

家庭の広範囲に及ぶとし，学校が担う部分に食教

育を当てて，食育と食教育・食生活教育注1）の捉え

方について述べている。その中で，人が健康・生

命を維持し成長・活動するために必要な栄養の知

識と，必要な栄養素を含む食品に関する知識に加

え，栄養素を効率よく安全においしく摂食するた

めの調理に関する知識及び技能・技術は不可欠で

あるとし，家庭科における食の学びは拡充の方向

にあっても，栄養・食品・調理が学びの中心にあ

ることには変わりない5）としている。そこで，生

涯を見通した食生活を営む力を身に付けるために

は，家庭科における食育の視点に配慮しながら，

栄養・食品・調理に関する内容を重視し，家庭や

地域との連携，児童・生徒の食生活の実態に沿っ

た授業内容や教材等の検討が必要である。

沖縄は，国民健康・栄養調査（2012）6），県民

健康・栄養調査（2011）7）の結果によると，肥満

者（20歳以上）の割合，メタボリックシンドロー

ム該当者・予備軍の割合は全国でも上位を占めて

いる。行政では食生活の改善，生活習慣病予防等

に向けた，「健康沖縄21第2次 ~ 健康・長寿おきな

わ復活プラン ~」8）「第2次沖縄県食育推進計画 ~
食育おきなわうまんちゅ（万人）プラン」9）等，

家庭や学校，社会全体で取組む県民健康づくり運

動を推進している。上記のような現状を踏まえ，

田原（2016）10）は，学校教育ではどのような食に

関する提案が出来るのか検討する事を目的に，県

内の中学生を対象に食意識・食行動に関する質問

紙調査を行った。その結果，規則正しい食習慣，

若い世代から食生活に配慮する必要性等の意識は

あっても，男女差や行動をともなっていない傾向

もみられた。そのため，地域の食生活の現状や課
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題，生徒自身の食生活について主体的に考え，実

践できるような授業内容の検討，教材・資料が必

要だと報告している。

そこで本報では，生涯を見通した食生活を営む

力の養成をめざし，地域の食生活の現状等も踏ま

えながら，高校生，親（保護者），祖父母の三世代

を対象に質問紙調査を行い，家庭科で学習する栄

養・食品・調理に関する興味・関心，認識の状況

等を把握する。併せて，食育の視点にも配慮し，

もっと学んでみたい，学ばせたい・一緒に学んで

みたい（親・祖父母）食に関する内容を踏まえな

がら，家庭科食生活領域で地域の実態に沿った授

業内容および教材を検討するための基礎資料を得

ることを目的とした。

2. 方法

（1 ）学習指導要領における小・中・高校の家庭科

食生活領域の「栄養・食品・調理」「食育」に関

する内容の把握

（2 ）高校生・親・祖父母の三世代を対象とした質

問紙調査

1）対象者と調査方法

沖縄県内5地域（本島北部・中部・南部，離島

の宮古・八重山）の県立高等学校7校（無作為抽

出）の高校生1702名，その親，祖父母を対象に無

記名自記式の質問紙調査を平成27年9月~平成28
年1月に実施した。調査は各学校長の許可を得て，

家庭科担当教諭・担任を通して高校生に調査票を

配付，回答後に回収してもらった。親・祖父母用

は，高校生に調査票を持ち帰ってもらい，家庭で

調理を担当する方に郵送法による調査を依頼し

た。主要な項目に不備があった者，県外出身者と

回答した者を除き，高校生1512名，親467名，祖

父母284名を分析対象とした。配付数に対する有

効回収率は，それぞれ88.8%，27.4%，16.7% であ

った。対象者の世代，性別，年代，地域の内訳は

表1，2，3の通りである。

世代 合 計

（人）高校生 親 祖父母

性別 男性 685 35 28 748
女性 827 432 256 1515

合計（人） 1512 467 284 2263

表１　性別と世代

年代
合計（人）

10代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上

世代

高校生 1512 0 0 0 0 0 0 1512
親 0 40 297 129 1 0 0 467
祖父母 0 0 5 15 55 146 63 284

合計（人） 1512 40 302 144 56 146 63 2263

表２　年代と世代 

居住地域
合計（人）

北部 中部 南部 宮古 八重山 その他

世代

高校生 353 402 314 243 200 0 1512
親 45 238 44 66 72 2 467
祖父母 27 137 31 35 53 1 284

合計 425 777 389 344 325 3 2263

表３　居住地域と世代
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2）調査項目

食に関する質問項目は，鈴木・得丸（2007）11），

松本・深沢（2003）12），金城・田原（2000）13）田

辺・金子（1998）14）の先行研究を参考に，①食意

識・食行動に関する50項目，そのうち，世代ごと

に共通する38項目である。②家庭科の栄養・食品・

調理等に関する興味・関心，小・中・高校の家庭

科で履修する基礎的な栄養素，食品群等の認識の

状況，③学校教育（主に家庭科）で，もっと学ん

でみたい（学びたかった）食に関する内容，④健

康長寿に関する自由記述である。なお，質問項目

が多岐にわたるため，本報では，上記②，③の主

に家庭科食生活領域の内容を中心に報告する。

3）分析方法

質問紙調査の結果は，単純集計，項目によって

クロス集計を行った。また，世代間の比較は

Kruskal-Wallis 検定，その後どのグループ間に差

があるのか，ペアごとの比較は Bonferroni 法を用

い，有意水準は5% とした。統計処理には IBM 
SPSS Statistics22 for Windows を用いた。

4）倫理的配慮

調査票には，調査の目的，無記名のため個人を

特定することはない事，回答の有無によって利益・

不利益を受けることはない旨を記載し，回答・提

出した時点で調査に同意が得られたものとした。

なお，本調査は，琉球大学疫学研究倫理審査委員

会の承認を得て実施したものである。

3. 結果および考察

（1 ）学習指導要領における小・中・高校の家庭科

食生活領域の「栄養・食品・調理」「食育」に関

する内容の取扱い

現行の学習指導要領の改善の趣旨には，食育基

本法をうけ「心身ともに健康で安全な食生活のた

めの食育の推進を図るため，食事の役割や栄養・

調理に関する内容を一層充実する（以下省

略）」2-4）が挙げられ，これらの取扱に当たって，

小・中学校では，食生活を家庭生活の中で総合的

にとらえる家庭科の特質を生かし，家庭や地域と

の連携を図りながら健康で安全な食生活を実践す

るための基礎が培われるよう配慮すること2，3）と

ある。また，高校では，義務教育段階までの学習

内容を十分把握し，その上で生涯を見通した食生

活を営む力をはぐくむために，栄養，食品，調理

及び食品衛生などについて科学的に理解させ，食

生活の文化に関心をもたせるとともに，必要な知

識と技術を習得させ，安全と環境に配慮し主体的

に食生活を営む力を身に付けさせることが重要4）

とし，学校段階の栄養・食品・調理等に関する項

目が従前15-17）より重視されていることが分かる。

現行および旧学習指導要領における小・中・高校

の「家庭」編，「技術・家庭」編の食生活領域に関

する内容項目の一覧を図1に示す。
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旧行現
）訂改年01成平(校学小）訂改年02成平(校学小

心関のへ事食　)4(礎基の理調と事食の常日 Ｂ
せわ合み組の品食と徴特な的養栄の品食　ア　　割役の事食　)1(

　ア 食事の役割と日常の食事の大切さ 　イ　１食分の食事
理調な単簡　)5(夫工のめたるすを事食くし楽 イ　

画計理調　ア　事食たえ考を養栄　)2(
け付片後，方け付の味，方り切，方い洗　イ　き働と類種の素養栄な要必に体 ア　

　イ 食品の栄養的な特徴と組み合わせ 　ウ　ゆでたり，いためたりする調理
理調の汁そみや飯米　エ　立献の分食１ ウ　

事食いし楽，膳配やけ付り盛　オ　礎基の理調　)3(

　ア 調理の関心と食事計画
　カ　用具や食器の安全で衛生的な取扱い，こんろ

の安全な取扱い
　イ 材料の洗い方，切り方，味の付け方，盛り付

け，配膳及び後片付け
　ウ ゆでたり，いためたりする調理
　エ 米飯及びみそ汁の調理
　オ 用具や食器の安全で衛生的な取扱い，こんろの

安全な取扱い

中学校技術・家庭（家庭分野：平成20年改訂） 中学校技術・家庭（家庭分野：平成10年改訂）
住食衣と立自の活生 Ａ立自と活生食 Ｂ

養栄と活生食の生学中　)1(養栄と活生食の生学中　)1(
　ア 食事が果たす役割，健康によい食習慣 　ア 食事の役割，健康と食事
　イ 栄養素の種類と働き，中学生の栄養の特徴 　イ 栄養素の種類と働き，中学生の栄養の特徴

立献の分日1，質特的養栄の品食　ウ　方び選の品食と立献の食常日　)2(
　ア 食品の栄養的特質，中学生の1日に必要な食品

の種類と概量
(2)　食品の選択と日常食の調理の基礎

択選な切適の品食 ア　立献の分日１の生学中 イ　
理調の食常日な単簡 イ　択選の品食 ウ　

理管な切適の等具用理調や品食 ウ　化文食の域地と理調の食常日　)3(
）項事択選（　用応の理調と題課の活生食　)5(理調の食常日な的礎基 ア　

　イ 地域の食材を生かした調理，地域の食文化 　ア　日常食や地域の食材を生かした調理
　ウ 食生活について課題と実践（選択事項） 　イ　会食の計画と実践

）庭：平成11年改訂家 科教通普（　　校高）科：平成21年改訂庭家のてしと科教通共（　　校高

家庭基礎（2単位）※ 家庭基礎（2単位）※

康健と活生の族家 )2(境環と費消び及立自の活生 )2(
事食と養栄の族家 )ｱ(　康健と事食 ア　

理調と品食 )ｲ(　事食と養栄 )ｱ( 　
生衛と全安の活生食 )ｳ(　理調と品食 )ｲ( 　

家庭総合（4単位）※ 家庭総合（4単位）※

化文と学科の活生　)4(境環と学科の活生　)4(
化文と学科の活生食 ア　化文と学科の活生食 ア　

物べ食と間人 )ｱ( 　事食と生一の人 )ｱ( 　
事食と養栄 )ｲ( 　理調と立自の活生食 )ｲ( 　
理調と品食 )ｳ( 　化文の活生食 )ｳ( 　

理管の活生食 )ｴ( 　境環と活生食 )ｴ( 　

生活デザイン（4単位）※ 生活技術（4単位）※

理調と計設の活生食　)4(造創と計設の活生食　)3(
養栄と活生食の族家 ア　事食と康健の族家 ア　

題課と状現の活生食 )ｱ( 　題課の活生食と義意の事食 )ｱ( 　
　 (ｲ) 家族の栄養と食事 (ｳ) 家族の食事と献立 　 (ｲ) 栄養と健康増進

理調と品食　イ　素要のさしいお　イ　
工加・理調と質性の品食 )ｱ( 　素要のさしいお )ｱ( 　

理調と立献 )ｲ( 　学科のさしいおと理調の品食 )ｲ( 　
理管の活生食　ウ　学科のさしいおと工加の品食 )ｳ( 　

化変の境環活生食 )ｱ( 　境環と活生食　ウ　
生衛と全安の活生食 )ｲ( 　生衛と全安の活生食 )ｱ( 　

　 (ｲ) 環境に配慮した食生活
　エ　食生活のデザインと実践
　 (ｱ) 地域と食文化　(ｲ) 世界の食文化

数位単準標　※践実の活生食 )ｳ( 　

図１　家庭科食生活領域の小・中・高校の内容一覧　－現行と旧学習指導要領の比較－

小学校学習指導要領解説家庭編（H20・H11）中学校学習指導要領解説技術・家庭編（H20・H11）高等学校学習指導要領解説家庭編(H22･H12）より作成

　　　 小学校学習指導要領解説家庭編 2）15）中学校学習指導要領解説技術・家庭編 3）16） 
高等学校学習指導要領解説家庭編 4）17）より作成

図１　家庭科食生活領域の小・中・高校の内容一覧　－現行と旧学習指導要領の比較－
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「栄養・食品・調理に関する授業は好き（または

好きだった）」の項目では，いずれの世代も「そう

思う」「ややそう思う」と回答した者は約7割を超

え，家庭科の食に関する授業を肯定的に捉えてい

る者の多いことが分かる。この項目について世代

間の有意差はみられなかった。

また，「家庭科の授業で食について学ぶことは大

切」の項目については，「そう思う」「ややそう思

う」と回答した者は，どの世代も9割を超え，家

庭科で食について学ぶことの重要性について認識

している。世代ごとの差をみると，いずれの世代

も認識は高いものの，高校生と比較して親や祖父

母世代の方が食について学ぶことをより重視して

いる傾向がみられた。実際に家庭で主に調理を担

当していることが，食に対する意識に反映されて

いるものと推察する。大森ら（2015）は，中学生・

高校生・大学生を対象に調査した結果，食に関す

る情報の入手先は「家庭科」が最も高く，食に関

する知識の獲得においては家庭科教育の役割が大

きい18）と報告している。今回の調査でも，家庭科

で食について学ぶことの重要性についてはどの世

代も共通に認識していることが分かる。

2 ）家庭科で履修する基礎的な栄養素，食品群等

に関する認識状況

現行の学習指導要領の小・中・高校の家庭科の

食生活領域で学習する基本的な栄養素，食品群，

食事摂取基準，食品群別摂取量の目安の認識の状

況注2）について，知っている，または聞いたことが

あると回答した者の世代別の結果は図2の通りで

ある。

（2 ）高校生・親・祖父母の三世代を対象とした質

問紙調査

上記の内容を踏まえ，家庭科食生活領域では，

家庭や地域の実態に沿った授業内容や教材はどの

ような提案が出来るのかを検討するために，世代

間の調査を行った結果は下記の通りである。

1）家庭科食生活領域に対する意識

家庭科の授業を受けた経験のある者を対象に，

「栄養・食品・調理に関する授業は好き（または好

きだった）」「家庭科の授業で食について学ぶこと

は大切」等の質問に対し，「そう思う」「ややそう

思う」「あまり思わない」「思わない」の4択で回答

を求めた。単純集計，クロス集計を行い，併せて

肯定的に捉えている方から順に4，3，2，1点と

し，それぞれの平均値と標準偏差，世代間の有意

差を表4に示した。

質問項目 世代 人数（N） そう思う
やや

そう思う

あまり

思わない
思わない 平均値 SD 調整済

有意確率

家庭科の授業（栄養・

食品・調理）は好き

（好きだった）

高校生 1510 544（36.0） 623（41.3） 268（17.7） 75（5.0） 3.08 0.85
親 454 176（38.8） 185（40.7） 81（17.8） 12（2.6） 3.16 0.81 n.s.

祖父母 177 85（48.0） 53（29.9） 28（15.8） 11（6.2） 3.20 0.92

家庭科の授業で「食」

について学ぶことは

大切だと思う

高校生 1505 828（55.0） 573（38.1） 85（5.6） 19（1.3） 3.47 0.66 ＊＊＊

親 455 327（71.9） 112（24.6） 14（3..1） 2（0.4） 3.68 0.55 ＊＊＊

祖父母 179 132（73.7） 34（19.0） 7（3.9） 6（3.4） 3.63 0.72
＊＊＊p＜0.001

親・祖父母世代は家庭科を学んだ経験のある方のみに回答を求めた

世代間の比較は Kruskal-Wallis 検定，その後どのグループ間に差があるのか，ペアごとの比較は Bonferroni 法による

表４　家庭科食生活領域に関する興味・関心等の世代間比較



琉球大学教育学部紀要　第91集

― 154 ―

「五大栄養素とその働き」については，栄養に関

する基礎的な内容で，その認識の状況は高校生

71.9%，親75.2%，祖父母52.5% であった。五大栄

養素に関しては，現行の学習指導要領では小学校

の家庭科から，従前（1999）は中学校からの指導

内容として扱われているが，高校生，親とも約7
割，祖父母は約5割に留まっている事は懸念され

る。

次に「三色食品群」は，昭和27年に岡田が提唱

した食品群であり，栄養素のはたらきの特徴から，

食品を色別（赤，黄，緑）に3つの群に分け，食

知識の少ない人に対してもわかりやすいのが特

徴19）である。現在も学校給食等で広く使用されて

おり，家庭科の教科書にも採用されている20）。高

校生84.7%，親88.7%，祖父母66.5% と今回の調査

項目の中で最も認識が高く，昭和20年代の後半に

提唱され，現行の教科書にも採用されている事も

あり，馴染みがあると推察される。

「6つの基礎食品群」は，栄養教育の教材として

厚生省保健医療局（現厚生労働省）から示された

食品群19）21）で，栄養成分の類似している食品を六

群に分類し，それらを組み合わせて食べることで，

栄養バランスがとれるように工夫されている。現

行の中学校学習指導要領（家庭編）では，食品群

については，小学校で学習した栄養素の体内での

主な3つの働きと系統性を考慮して扱うよう配慮

すること3）とある。現・旧の学習指導要領の際に

発行された中学校の技術・家庭（家庭分野）の教

科書には，6つの基礎食品群が掲載22）23）されてい

るものの，認識は高校生16.5% と低く，あまり定

着していない傾向にある。

「4つの食品群」は，香川によって考案された食

品群で19），現行の高校の家庭科の教科書にも採用

され20），栄養教育に活用されている。今回，高校

生は学校によってカリキュラムが異なるため，食

生活領域で4つの食品群を履修していたかどうか

の詳細は把握できなかった。また，親，祖父母世

代では，年代・性別によっては家庭科で4つの食

品群を履修していない方もいるため一概にはいえ

ないものの，高校生19.8%，親24.8%，祖父母19.4%
と認知状況は低い傾向にある。三宅他（2016）24）

の大学生を対象とした報告によると，食品群に関

する学習経験と認識の有無は，学校段階が上がる

につれて次第に低くなる傾向がみられたとある。

但し，三宅らの先行研究では，学習経験の認識に

対して①学習していない②理解していないので学

習したことを忘れている③学習していたことを忘

れているについては把握できていないとの事か

ら，本調査でも「学んだ事を忘れている」高校生

も多いと推察されるものの，6つの食品群，4つの

食品群ともに認識の低い事は同様であった。

「食品群別摂取量の目安」についても，高校生は

中学校で履修する内容3）であるが，高校生20.5%，

親28.3%，祖父母19.4% と認識は低い傾向がみら

（％）
高校生 親 祖父母

五大栄養素とその働き 71.9 75.2 52.5 0.000
5.667.887.48群品食色三 0.000
4.918.428.91群品食のつ４ 0.054

六つの基礎食品群 16.5 27.6 18.7 0.000
食品群別摂取量のめやす 20.5 28.3 19.4 0.001
食事バランスガイド　 25.7 46.9 40.1 0.000
日本人の食事摂取基準　 26.2 21.2 20.1 0.017

1.511.418.21針指活生食 0.476

語句認知全体

表　家庭科で学ぶ栄養素・食品群等に関する認知度

記述統計

高校生N=1512　親N=467　祖父母N=284

71.9

84.7
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25.7 26.2
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図２ 家庭科で履修する基礎的な栄養素，食品群等に関する認識状況

高校生
（N=1512）

６

（N=467） （N=284）
親 祖父母％

図２　家庭科で履修する基礎的な栄養素，食品群等に関する認識状況
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れた。

「食生活指針」は，平成12年に文部省，厚生省

（ともに当時）及び農林水産省が連携して健康で

豊かな食生活の実現を目的に作成されたものであ

る（平成28年一部改訂）25）。認知状況は高校生

12.8%，親14.1%，祖父母15.1% でいずれの世代も

低い結果であった。

食事バランスガイドは，健康で豊かな食生活の

実現を目的に作成された「食生活指針」を具体的

に行動に結びつけるものとして，平成17年に厚生

労働省と農林水産省が決定したもので，中学校・

高校の家庭科教科書にも採用されている20）22）も

のの，高校生は25.7%，親46.9%，祖父母40.1% と

高校生よりも親，祖父母世代の認知状況が高い結

果となった。食事バランスガイドは1日に「何を」，

「どれだけ」食べたらよいかを考える際の参考に

なるように，食事の望ましい組み合わせとおおよ

その量をイラストで分かりやすく示したもので，

食事バランスガイドを用いた食育教材・資料，外

食・中食産業等の取組みも多く紹介されている26）。

そのため，親，祖父母世代は学校教育では学んで

いない者が多いと推察されるものの，高校生より

認知状況が高かった事は，食育の視点から栄養教

育のツールとして活用する事は効果的だと推察す

る。

3）学びたい食に関する内容

健康的な食生活を営むためにもっと学んでみた

い（もっと学びたかった），一緒に学んでみたい，

学ばせたい（親・祖父母）食に関する項目を選択

してもらった結果は表5の通りである。高校生の

回答で最も多かった項目は調理実習（食材の扱い

方を含む）74.4%，次いで食品に含まれる栄養素や

エネルギー（以下，栄養素・エネルギー）45.8%，

味覚教育37.3%，沖縄の食生活の現状や食文化

34.9%.食事バランスガイド27.4%，地産地消13.9%
の順であった。親世代は，高校生と同様に調理実

習が77.9% と最も多く，次いで食事バランスガイ

ド64.7%，栄養素・エネルギー62.1%，沖縄の食生

活の現状や食文化61.5%，地産地消43.0% であっ

た。祖父母世代をみると，調理実習が64.4%，次

いで沖縄の食生活や食文化63.7%，食事バランス

ガイド54.6%，栄養素・エネルギー51.8%，地産地

消44.4%，味覚教育38.3% であった。「地産地消」

に関しては，現行の家庭科教科書において記載さ

れている内容であるが，高校生はその興味・関心

は約14% と低く，保護者・祖父母世代の回答は約

4割程度であった。現行の中学校の学習指導要領の

指導事項の「地域の食材を生かした調理と地域の

食文化」3），また，食育の推進に関する基本的な方

針や目標について定めた現行の第3次食育推進基

本計画（平成28年度から平成32年度）27）の重点

課題の一つに，生産から消費までの食べ物の循環

を理解する等，環境へも配慮した食育の推進とあ

るため，食に関する授業では，より重視して取扱

う必要があると思われる。

それぞれの世代で最も多く選択された調理実習

に関しては，栄養素・食品群と関連させながら家

庭科の系統性を重視し，学校・家庭・社会と連携

しながらの授業内容・教材提案が必要である。調

理実習以外の項目では，世代によって相違はある

高校生

N=1512
親

N=467
祖父母

N=284
調理実習（食材の扱い方含む） 1125（74.4） 364（77.9） 183（64.4）
食品に含まれる栄養素やエネルギー 692（45.8） 290（62.1） 147（51.8）
味覚（味に関する）教育 564（37.3） 197（42.2） 109（38.3）
沖縄の食生活の現状や食文化 527（34.9） 267（61.5） 181（63.7）
食事バランスガイド 414（27.4） 301（64.7） 155（54.6）
地産地消 210（13.9） 201（43.0） 126（44.4）
その他 22（1.5） 21（4.5） 14（4.9）

複数回答

表５　学びたい食に関する内容
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ものの，親・祖父母世代ともに学校教育では学ん

でいない者が多いと推察される食事バランスガイ

ドの回答が5割を超えていたため，学校教育では

学ばずとも，地域・社会での取組みが栄養教育に

影響している事が示唆された。

4. まとめと今後の課題

本研究は，高校生，親，祖父母の三世代を対象

に質問紙調査を行い，家庭科で学習する栄養・食

品・調理等に関する興味・関心，基礎的な栄養素・

食品群等に関する認識状況，併せて，食育の視点

にも配慮し，高校生，親，祖父母がもっと学んで

みたい，学ばせたい（親・祖父母）食に関する内

容を把握しながら，地域の食生活の実態に沿った

家庭科食生活領域の授業内容および教材の検討の

ための資料を得ることを目的とした。

（1） 現行の小・中・高校の学習指導要領の家庭科

食生活領域の系統性について，学校段階の栄

養・食品・調理等に関する項目は，食育に配

慮する視点からも従前より重視されている。

（2） 世代間の質問紙調査の結果より，家庭科の授

業を受けた経験のある者を対象に，「栄養・食

品・調理に関する授業は好き（または好きだ

った）」かの質問に対し，いずれの世代も「そ

う思う」「ややそう思う」と回答した者は約7
割であった。また，「家庭科の授業で食につい

て学ぶことは大切」については，「そう思う」

「ややそう思う」との回答が三世代とも9割
を超え，家庭科で食について学ぶことの重要

性について認識している傾向にある。

（3） 家庭科で履修する基礎的な栄養，食品等に関

する認識状況は，最も認識が高かったのは

「三色食品群」で，高校生84.7%，親88.7%，

祖父母66.5%であった。昭和20年代の後半

に提唱され，現在も家庭科の教科書に採用さ

れており，どの世代にも馴染みがあると推察

される。次いで，三世代とも五大栄養素とそ

の働きであった。

（4） 健康的な食生活を営むためにもっと学んで

みたい（もっと学びたかった），一緒に学んで

みたい，学ばせたい（親・祖父母）食に関す

る項目で，いずれの世代も最も多かったのは

調理実習であった。次いで高校生は食品に含

まれる栄養素・エネルギー，味覚教育の順で，

親世代では，食事バランスガイド，栄養素・

エネルギー，祖父母世代は，沖縄の食生活や

食文化，食事バランスガイドの順であった。

どの世代も共通して学んでみたいと回答し

た調理実習に関しては，栄養・食品と関連さ

せながら家庭科での系統的な取組みを重視

し，食育の視点からも学校・家庭と連携しな

がらの授業内容・教材提案が必要である。

（5） 今回の調査では，世代間の人数，性別にも差

があり，アンケートへ回答した保護者・祖父

母は食に関する意識も高い可能性もあるた

め，本調査の結果がどこまで世代間の現状に

当てはまるかを把握するには限界がある。但

し，本調査は家庭で調理を担当している親・

祖父母に調査を依頼しているため，食生活を

主体的に営む観点から，家庭科食生活領域で

栄養・食品・調理に関するどのような内容を

学んでほしいと捉えているのか，その概要は

把握できるものと考えた。健康的な食生活は，

生涯にわたっての取組が必要である。今後は，

世代ごとの興味関心を踏まえながら，食育の

視点にも配慮した栄養・食品・調理に関する

授業内容・教材作成の提案を行う予定である。

本報の一部は，2016年日本食生活学会第52回大

会で報告した。なお，本研究は JSPS 科研費

25350097の助成を受けて行ったものである。
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1 ）鈴木は（2015），食教育を（家庭）生活の視点から

行うことを食生活教育と捉えている。家庭科が担う

食生活教育は，家族が共に食事をする大切さを考え

たり，家族のために食事を作ったりと，家庭生活を

重視した食の学びを意味すると述べている。

2 ）本報における認識については，知識としてどの程度

理解しているかはまでは把握していない。
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